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マーチャソト・パソヵーは、預金銀行とともに、英国の
金
融
市
場
の
中
軸
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
の
経
営
の
実
態
は
あ
つ
い
秘
密
の
と
ぽ
り
に
つ
つ
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
ロ
ス
チ
ャ
ィ
ル
ド
ス
ム
プ
ロ
、
モ
ル
ガ
ソ
Ⅱ
グ
レ
ソ
フ
一
一
ル
な
ど
の
名
は
一
献
の
神
秘
性
を
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る。これは彼らの重要業務の一つである外国償発行が２曲
度
の
政
治
性
を
帯
び
、
他
の
重
要
業
務
で
あ
る
引
受
業
務
で
は
顧
客たる商社の内情を外部にもらしえないためであろう。
こ
の
た
め
個
々
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
バ
ソ
ヵ
ー
に
つ
い
て
の
社
史
はきわめて少なく、単行本としては、私の知っているか
（肱１）
ぎりでは、わずかにコルティの画くチャイルドの社史、
切さ蛍己〉⑩営己］①］陣６。．〉吊一、弓＆少。『①口三円の１－－
目昏①⑩ＳごＣ【団ごヨョ》の冨己］①］陣ＣＯ・》
ごロ①Ｈ、ぽ四国【団四目丙囚⑰
（賎２）
ハムプロ銀行の白から出版した行史、アソトニー・ジブ
（雑３）
ズ・アン鍼ｒ・サソズの社史、および、ここに紹介する
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
。
ア
ン
ド
・
カ
ム
パ
ニ
ー
の
出
の
旨
＆
少
言
言
１
日
冨
冨
・
三
・
三
彗
鬘
、
。
：
富⑥Ｒ壼凹二国四口【円⑫があるだけであ事⑨。
上記の諸啓のうちハムプ陣銀行の行史は一鰯の広告に
す
ぎ
ず
、
資
料
的
価
値
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
コ
ル
テ
ィ
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
社
史
は
一
八
三
○
年
ま
で
し
か
扱
か
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
マ
ー
チ
ャ
ソ
ト
・
パ
ン
カ
ー
が
も
っ
と
も
は
なやかな活動を示した十九世紀後半から第一次大戦前夜
にかけての時期におけるマーチャント・パンカーの実態
西
村
二
七
○閑
也
をうかがうには、アントニー・ジプズのものと、プラウウソ。アンド・カム．ハーーーを上記各地に作った。そして
ソ
・
シ
プ
レ
ー
の
も
の
し
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。
一族中の主要人物が、上記各地のブラウン．アンド・力
（１）、。『ご》同ｍＣｐＯｍの⑭：□Ｃ『シ具、この、已硯題目⑭⑦のムパニーの．ハートナーを兼任して、各社間の述絡調雛に
幻・昌切、三戸］。Ｃｌ届ｇ
あたっていた。
（２）忌日ワ『・の屡口行留日す『扇面目六Ｆ己．》屋邑Ｉ皀患商社としての当社がいかに目ざましい成功を収めたか
（３）シロ［。ごＱｇｍ陣、。□のＰａ・》三の『ｎ百口蕨ロ己国目‐は次の事実によって明らかであろう。一八一一一七年のパー一
宵『閏凹冒一の〔『の８ａ喜冨ｇｌご詔（巳留）
ツク時にはすでに、リヴァプールのブラウン．アンド・
ブラウン・シプレー。アンド・カム・ハニーは、マーチカムパニーは英国の主要商社の一つとなっており、イン
ャソト・バンカーとしては比較的歴史の新らしいものでグランド銀行は．ハーーック鎮静錐として同社に一九五万ポ
ある。当社がロンドンに店舗をもうけたのは、ようやくソドもの貸付の約束をした。一商社に対する一一百万ボン
一八六三年のことにすぎず、それ以後業務の中心が次第Ｆもの貸付約束は当時に他に例をみないものであって、
に商業から金融業務にうつっていったのである。マ｛－チこれをみてもリヴァプールのブラウン。アンド・カムパ
ャソト・・ハンカーとしては、このように比較的新参のも－－１の地位のたかさが分るであろう。
の
で
あ
る
が
、
当
社
の
商
社
と
し
て
の
歴
史
は
、
一
八
六
三
年
を
と
こ
ろ
で
興
味
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
一
九
五
万
の
貸
付
約
束
の
は
る
か
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
る
。
当
社
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
前
う
ち
一
一
○
万
ポ
ン
ド
は
、
同
初
の
手
形
引
受
伎
務
を
カ
ヴ
ァ
ー
に
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
商
人
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
ポ
ル
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
テ
ィ
モ
ア
に
移
住
し
た
時
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
最
初
は
英
国
は
当
時
す
で
に
同
社
は
貿
易
金
融
業
務
を
大
規
模
に
い
と
な
ん
で
向
雛
鰐
具
の
、
後
に
は
棉
花
の
輸
出
を
取
扱
っ
て
急
速
に
成
功
し
、
お
り
、
い
わ
ば
半
商
社
Ⅱ
半
金
融
業
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
ま
も
な
く
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
－
－
１
－
．
ヨ
ー
ク
、
リ
ヴ
ァ
プ
し
て
い
る
。
名
声
の
あ
る
商
社
が
他
社
の
手
形
の
引
受
、
送
金
の
－
ル
に
一
族
を
常
住
さ
せ
て
、
形
式
的
に
は
各
汽
独
立
し
た
ブ
ラ
た
め
の
為
替
手
形
の
発
行
、
振
替
預
金
の
受
入
等
の
業
務
を
は
じ
国８ヨロ・の宮ロ｝里伸Ｑ】・・罵笥・丙置くのロ日ペの自冨の【・ｑａ厚・ヨロ・の亘ｂ］の】陣○・・》三の『・冨員恩具；（西村）二七一
邪』鞭－０．．１・鯉
ｉ
韮
一戸
眼印・・砥抓跨僻癬叩叩‐．ｒｒｆ端〃川Ⅲ－ＬｕⅢ价卍トーＤ－ｍ昨形－
Ｊ・肝坪川Ⅱ糾評
あ、漸次、純粋な金融機関に移行する、というのは、貨
幣の発生以後の歴史の各段階のどれにもみられる一般法
則
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
法
則
が
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー。アンド・カム．ハーーーについてもあてはまっているわ
けである。ブラウン商会は、当時次のような形で金融業
務を行っていた。｜ブラウン商会は、一一コルソン（一一ユ
ーォリーンズ所在の代理店ｌ引用者）その他の代理店を通
じて棉花買付資金を前貸しして利子を取立て、信用状付
で発行された手形を、船秋書類とともに買取り、これら
手形を、その時々に応じて、米国の諾ブラウン商会宛手
形を支払うための送金為替として利用したり、英国のブ
ラ
ウ
ン
商
会
あ
て
手
形
を
支
払
う
た
め
の
送
金
為
替
と
し
て
利
用
したりした。当時一二１．オリーンズから船械され棉花
の
七
五
％
以
上
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
方
式
に
し
た
が
っ
て
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル及び欧州の諸市場に積出されていた。」（本書五三頁）。
一一一
前
節
に
の
べ
た
よ
う
な
半
商
社
Ⅱ
半
金
融
業
者
と
し
て
の
当
社
の業態は一九世紀の六○年代に根本的な変革をこうむる
ことになる。この変革をひきおこしたものは電信線網の
建設、ことに一八六六年における大西洋海底電線のふ設
－Ｊ冊加川澗剛卿刺旬刊ＩＩＩＩ４Ⅱ川楜．Ｉ
に外ならない。海底電線のふ設は当時の商業の構造に革
命的な変化を引きおこしたからである。というのは、電
信線のふ殻以前には、商品の需要と供給の出合いをとる
こ
と
が
き
わ
め
て
む
つ
か
し
く
、
し
た
が
っ
て
生
産
者
と
消
費
者
の間に何段階もの商社が介在し、しかも各段階の各商社
が
多
量
の
商
品
の
在
庫
を
長
期
間
か
か
え
て
い
て
、
購
入
の
申
込
あり次第に手持商品を放出する、逆に商品の仕入れは供
給者から、一時に、且大通に仕入れるという方式をとらざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
だ
け
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
一
八
三
八
’
一
八
五
一
一
年
の
間
に
延
長
約
四
○
○
○
マ
イ
ル
の
電
信
線
が
ふ
設
さ
れ
た
こ
と
と
ほ
ぼ
同
じ
期
間
に
国
内
鉄
道
網
が
一
応
の
完
成
を
み
た
こ
と
の
た
め
、
相
当
の
変
化
を
み
せ
た
。
だ
が
国
際
貿
易
に
つ
い
て
は
、
一
八六六年の大西洋横断海底迩線のふ設まで、商品の供給
と
需
要
の
出
合
い
を
と
る
こ
と
は
極
度
に
む
つ
か
し
く
、
し
た
が
っ
て
委
託
又
は
自
己
計
算
で
大
鐘
の
商
品
在
庫
を
手
持
ち
す
る
商
社の存在は欠くべからざるものであった。そしてこの種
の
商
社
の
多
く
あ
つ
ま
っ
た
ロ
ン
ド
ン
は
、
い
わ
ば
世
界
の
商
社
として大模規な仲継貿易のロ（『の己。【耳目のを行っていた
のである。
ｒｊｊＨⅡｒ，ｒ』
Ｍ０ｊ０ｊ．ⅡｒⅥ低〆ＭＭ０ｍ・‐－－ｒ》杓朧叩Ⅶ叩咄Ｊ・四四．・ｒｆ０
ｌ
Ｉ
Ｉ
一
一
七
二
露￣〒－－￣￣
一
八
六
六
年
九
月
七
日
完
成
し
た
大
西
洋
横
断
海
底
電
線
は
、
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
叉
、
需
要
者
は
い
つ
で
も
、
即
座
に
供
給
者
一
方
で
は
長
距
離
海
底
電
線
網
の
建
設
の
必
然
性
を
示
す
と
と
も
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
原
料
商
品
を
一
度
に
多
量
に
Ｅ
他
方
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
商
業
の
構
造
そ
の
も
の
の
根
底
仕
入
れ
て
お
い
ぞ
、
生
産
過
程
の
円
滑
な
進
行
を
保
障
し
な
け
れ
を
ゆ
す
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
長
距
離
海
底
電
線
は
、
商
品
の
需
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
必
要
か
ら
解
放
さ
れ
、
必
要
の
生
ず
る
ご
と
給の出合いをとることを極度に容易にする。極端なばあに当用賀の方式で原料を仕入れるようになった。したが
い
に
は
、
原
料
商
品
の
生
産
者
と
、
そ
の
消
費
者
で
あ
る
メ
ー
カ
っ
て
一
回
の
取
引
額
は
少
額
化
す
る
傾
向
を
み
せ
、
そ
れ
ゆ
え
に
－とが直接取引をし、仲介商社と中間商業利潤を一切排手形による支払いは、現金支払（小切手支払）によって
（泓）
除
す
る
こ
と
す
ら
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
不
可
能
な
と
っ
て
代
ら
れ
る
傾
向
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ぱあいでも、委託又は自己計算で大量の在庫をかかえ、このような条件の変化のため、イギリスのブラウゾ・
供給と需要の間に一種のクッションをもうけるという商シプレー。アンド・カム。ハニーは商業活動を停止し、金
社の機能は不要となる。要求されるのは供給と需要をっ融業務に専ら従事することとなった。この点について、
なぐという才取りの機能だけである。これゆえに、一八本書は次のようにのべている。「この港（リヴァプール）
七○年代以後商社の地位はますます低下し、一方では直の一般的な貿易活動が、この革命的変革（海底電線のふ
接取引、中間商業の排除、他方ではブローカーによる商社彼に伴う）に自らを適合させおわるまでは、商人社会は
の
代
置
と
い
う
傾
向
が
い
ち
じ
る
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
す
手
い
た
い
打
撃
を
う
け
た
。
と
い
う
の
は
棉
花
そ
の
他
の
商
品
の
べ
て
の
こ
と
の
藁
と
し
て
、
全
世
界
瞳
わ
た
っ
て
資
本
の
回
鱸
委
託
販
売
１
８
員
口
…
“
Ｉ
が
臆
と
ん
ど
消
滅
し
た
ば
時間は大巾に短縮されたのである。そして再生産過程のかりでなく、以前はリヴァプール商人の手を経由して輪
順
調
な
進
行
を
保
障
す
る
た
め
に
社
会
的
に
必
要
な
在
庫
の
量
が
出
さ
れ
て
い
た
輸
出
用
工
業
製
品
が
、
製
造
業
者
に
よ
っ
て
直
接
減
少
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
在
庫
商
品
の
保
管
、
維
持
に
必
要
な
諾
購
入
者
に
、
船
積
手
形
つ
き
で
送
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
餐
用
は
減
少
し
、
そ
の
限
り
価
格
水
準
の
下
落
を
も
た
ら
し
た
わ
め
、
こ
の
種
の
輸
出
業
務
も
大
巾
に
失
な
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
、杙・看口》⑩暮一星伜９．・国腎・［Ｅｑの昌胃の曰豈のい、【・昌○【■『・邑口『ｍ亘で］里伸○・・》富の§自ら目戸：（西村）一一七一一一
蕊鶴蕊〉騨騨》擢瀞
鋳撰舞騨
げ
噸 TTT三TlIJiiiliill
～:蝋
ｉＭｉｌ
蝋
一獺
ｆ
かつてはリヴァプールのほこりであった古い商社が回ま
も
な
く
消
え
う
せ
た
。
こ
れ
ら
商
社
は
、
性
格
を
全
く
か
え
て
上
記のような変革に対応するか、又は（非常にしばノー生じ
たことであるが）閉店する外なかった。」（本書九五頁）
ブラウン・シプレー．アンド・カム．ハニーは性格をか
え、半商社Ⅱ半金融業者から、純粋な金融業者になる途
を
え
ら
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
純
粋
な
金
融
業
者
へ
の
娠
身
は
、
本
処
の
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
か
ら
ロ
ソ
ド
ソ
ヘ
の
移
転
を
必
然
的
’
な
も
の
と
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
の
ロ
ン
ド
ン
へ
の
進
出
は
一
八
六
三
年
に
行
な
わ
れ
、
一
八
八
八
年
に
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
店
舗
が
つ
い
に
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ちなみに、海底遮線のふ設収引力法の変化という事情
の
結
果
と
し
て
商
社
か
ら
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
薄
ハ
ン
ヵ
ー
に
幟
身
し
た
も
の
は
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
に
か
ぎ
ら
れ
な
い
。
ア
ソ
ト
ー
ー
ー・ジプズ・アント・サンズレロ８口】のぎすの陣の○口の》
㈲己・もまったくおなじ理由から金融業務に専ら従事す
るようになった。アントニー・ジブズは。ヘルー・グワノ、チ
リ硝石等をあつかっていた商社であったが「汽船と電信
と及びこの両者の結果としての競争は、次第に手数料を
とる商人８日目のの］・ロ日の円冨口斤切の廃止をもたらした。
蝿、蝿蝋粋Ⅷいげｆｎ川醐辮雑坪柵澗蝋岬蝋襯卿轤蝿１‐噸１ｉ獣γ蝿潔ⅢⅦ…ｉ釦鮒伽淵獺瀞ｊ耐徹櫛‐ＩＩＪ鯛楜蝋ｊ瀞搬臘繍澗蝋！…Ⅱ‐；‐恥細川綱淵靭鮒柵川棚劇鯛襯鯛礪辮Ⅲい》姉＃帆川－１１密ｒ魂…’
１
以前は銅、樹皮、錫、銀、羊毛、グワノ及び時として取って
扱いた化学工業用のチリ硝石からえられた巨額の手数料
は徐々に少なくなってゆき、上記のような原料生産物の
取扱は、年片ブローカーの手に移り、又は消費者へ直接販
売されるようになった。」（崖。Ｓ具９９の陣の。艮巨」・》
言のＨ、富日切印且切目丙のＨの□・筐）「上記のような商業取引様
式
の
変
化
の
た
め
、
南
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
取
引
だ
け
で
は
ロ
ン
ド
ン
店
（
ジ
プ
ズ
商
会
の
ｌ
訓
胴
巻
）
の
ス
タ
ッフに仕事を与えることができなくなった。この珈態に
対
処
す
る
た
め
、
金
融
の
分
叫
で
の
活
動
の
拡
張
が
は
か
ら
れ
た。」（上掲諜三十二頁）
（
註
）
髄
偏
線
綱
の
建
設
が
商
業
お
よ
び
一
般
に
商
倣
の
取
引
方
法
に
与
え
た
影
轡
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
、
ニ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
パ
ソ
カ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ー
ン
の
よ
う
な
雑
誌
の
中
に
数
多
く
の
言
及
が
あ
り
、
ま
た
一
九
世
紀
後
半
の
各
種
の
王
立
調
査
委
員
会
宛。温］○・日目、、】○口の報告及び証言録の中でも力説強
調されている。ここでは大不況委員会宛○百一ＯＣＢ日汀‐
②５口ＣｐＤの頁の⑰の一○口。〔日【＆のロゴ口巨已巨の［ご・岳器の
証
言
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
発
言
を
一
、
こ
し
め
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
「
…
…
電
償
の
利
用
の
発
展
か
ら
し
て
、
過
剰
供
給
二
七
四
稗蕊》〉
を
よ
り
い
ち
じ
る
し
く
さ
せ
る
傾
向
が
発
生
し
た
。
（
商
品
の
ｌ
う
。
す
な
わ
ち
電
偲
と
汽
船
の
お
か
げ
で
在
凧
が
処
分
さ
れ
た
こ
引用者）各種の流通系路、冒目の一切。『１一切［『一百二：
と
が
で
あ
る
。
ま
た
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
は
、
そ
の
当
座
は
、
…
に
お
い
て
、
小
売
業
者
か
ら
卸
売
業
者
等
に
い
た
る
ま
で
、
以
前
…
生
産
の
増
大
と
同
じ
効
果
を
も
っ
て
い
た
、
と
君
は
言
い
た
よ
り
小
な
い
在
庫
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
大
製
造
業
者
も
、
以
い
。
と
い
う
の
は
中
間
在
庫
が
消
費
者
に
一
度
に
お
し
つ
け
ら
れ
前
ほ
ど
は
、
手
許
に
在
庫
を
か
か
え
て
い
る
必
要
が
な
い
。
堀
信
士からである……」（向くごｇ８ｚＰ呂冨・幻○百一Ｃ○日，
の
た
め
、
商
人
又
は
卸
売
業
者
は
外
国
市
場
を
も
っ
と
ひ
ん
ぱ
ん
昌一肝一目自己のご『の閉－．コ）
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
又
汽
船
の
ス
ピ
ー
ド
と
数
が
ま
し
た
た
め
、
十
年
以
前
と
く
ら
べ
る
と
、
橘
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
短
四
い時間内に、注文を執行させることができる。在叩が手ロンドン進出以後のブラウンの発展については、この
称
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
時
間
が
象
じ
か
く
な
っ
た
の
で
、
邨
業
の
社
史
は
あ
ま
り
詳
細
に
取
扱
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
マ
ー
チ
不安定性がへった。そして商人は、以前より少ない資本ヤント・パンカーの業務につきものの秘密保持の必要性
で那業をつづけることができ、その結果として中間商人からして、年代の比較的新らしい時期の業務内容は公表
日昌一の己の。を排除し、流通コストをさらに引き下げるしないことにしたのであろう。戸ンドン進出以後の業務
ことがでざる。」（囚：［の日の貝ご口［一コご巨云の爵，については、ただつぎの簡単な絞述があるのみである。
ロの四ａ。『亀・ＦＣ日ｇａｍ（・・肝・己・冒夛弓の己一ｘＣ．「フアウンダース・コート句。ロコニＲｍＯｏ目【（シティの地
×罠》目亘己宛のｇ１・［巳の屍。］ｍ－Ｏｃヨョー脇一・．Ｃｐ
Ｃのロ『の⑩の一○口。｛、可且のロロ自己口の【ご）「鉄道と髄償の発名でブラウン。シプレーの本店所在地Ｉ引用者）での業務は、
展のおかげで商人は現在では、以前にくらべてごく少しこの比較的無事平穏な時代にはブラウン兄弟商会（在米
の窪蝋し；ていない．全く……い爾人も参ｌ引用者）のアメリカ人顧客へ引薑用を授与するこ
く存在する。かれらは現地の（インドのＩ引用者）商人とに大体かぎられていた。したがってこの業務の真に重
の勘定で仕事をしており、注文されただけの盆を船蔵す要な部分、すなわち信用供与要請の検討と信用度の測定
ろ。これが現在の不況の一つの噸因である、と私は恩とはニューヨークで行なわれた。更にブラウン兄弟商会
■８コ己。ｍ三℃｝昌陣Ｑ）。・国：。［シロゴのロ日『①目すの⑩Ｂｑａｍ『◎ミロ・叩昼已一①望陣ｏ・・・旨の『ｇ目昌皆具の厨（西村）二七五
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／
は長期償の発行をスポンサーしていた。そこでこの分野
でもブラウン・シプレーは代理店（プーフウン兄弟商会のｌ
引
用
者
）
と
し
て
機
能
し
た
。
と
は
い
え
、
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ス
ョ
ートでももちろんかなりの規模の外国為替業務があり、
又ある程度は預金銀行業も行なわれていた。」（一二一一頁）
そして純粋なマーチャント・雫ハンカーヘの転身は、当
然にも金融業務の営業方針の変更を必然的とした。金融
業務が商業の副業としていとなまれていた時代には、ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
は
次
の
二
つ
の
原
則
を
、
金
融
業
務
に
関
し
て
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
同
一
企
業
に
多
額
の
信
用
を
与
え
な
いこと（危険の分散のため）企業の大小や資力よりも、む
しろ経営者の人柄を融資決定のさいの基準とすること、
が
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
「
商
工
業
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
時
としては、個々の取引の規模があまりにも大きくなり、
一社のマーチャント・バンカーではその取引全部を引受
切
れ
な
く
な
っ
た
．
同
時
に
、
運
転
及
び
通
信
の
迅
速
化
Ｉ
鬮
縢
的
電
信
綴
綱
の
建
議
に
も
よ
る
ｌ
の
た
め
、
商
品
の
引
渡
し
がより速やかになり、顧客の真の必要にこたえるため、
より弾力性のある態度がとられるようになった。」ロ○
六頁）
ⅢⅣ１呵詳．咄・・卍‐１－．‐‐・ザーｊ弧－Ｗ叩咄ＪＩＭ‐・‐’Ⅲ》咄‐
Ⅱ
Ｉ
〆
加
ｆ
・
Ｉ
．
・
Ｐ
び
二
七
六
弐蚕ｂにブラウン・シプレーは、主としてアメリカから
の旅行者に便宜を与えるため、ロンドンのウエスト・エ
ンドに旅行信用状関係の事務を扱かう支店をもうけた。
五
以上でブラウン’・シプレー．アンド・カムパニーの社
史「冒険の子孫西の〕Ｒａし牙のロ芹日⑦」の紹介を終るが、
本書の中でもっとも興味ある部分は、何といっても十九
世紀中葉の商業取引方法の変化を扱った部分である。鉄
道網、電信線網の建設と、汽船による帆船の代置、スエ
ズ
運
河
の
建
設
と
い
っ
た
一
連
の
出
来
事
の
与
え
た
深
く
広
い
影
響
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
るが、｜この問題は一九世紀後半の新聞、雑誌、議会の諸委
員会の報告及び証言録、諸王立委員会の報告及び証言録
に
は
く
り
か
え
し
言
及
さ
れ
て
い
る
。
交
通
、
通
信
の
こ
の
革
命
的変革の直接の結果は、資本の流通時間の大巾短縮であ
り
、
流
通
時
間
の
短
縮
は
一
方
で
は
物
価
の
下
落
の
一
動
因
と
な
り
、
他
方
で
は
、
か
の
七
○
年
代
以
後
の
大
不
況
期
の
資
金
過
剰
ご｝のｇＣ３ｏ冷目Ｃｐｇの原因でもある。その限り、運輸、
通信の発展が及ぼした革命的な影響の理解なしには、十
九世紀後半の経済史は論じられえないであろう。
ｉ
剛
…
三
